
交通
*********************************************************************************

　　（回答:6月27日時点）

　担当課 （2024年6月回答）【6/24～6/28】維持課

　提案・意見 五十鈴川駅の駐停車場所について

　回答

ご要望いただきました宇治山田駅につきましては、送迎用の駐停車ス
ペースとして増設する用地の確保が難しく、引き続き検討課題とさせてい
ただきます。
また、五十鈴川駅につきましては、バス乗り場やタクシー乗り場等をさけ
ていただき、道路交通法に従い駐停車でご利用ください。

近鉄宇治山田、五十鈴川駅に家族を送迎で行きます。車の止めて待つと
ころが宇治山田は少なくて困ります。(特に雨の日)
五十鈴川駅はバスタクシーの駐停車スペースはありますが一般車両はど
こにとめて待てば良いのかわかりません。どこで10分程ですが待てばい
いのでしょうか・・。



その他
*********************************************************************************

　　（回答:6月27日時点）

　担当課
広報広聴課
職員課

（2024年6月回答）【6/24～6/28】

再投稿いただきました件につきまして、職員の対応については、相談者の
方にご理解をいただけるよう、相談者の立場に立って丁寧な対応を行うよ
う、指導いたしました。
また、広報の配布については、ご自宅に届かない場合や紛失された場合
などのご事情により、希望される場合は、窓口にて予備在庫があればお
渡しさせていただきます。
何卒ご理解賜りますようお願いいたします。【広報広聴課】

今回いただいたご意見を真摯に受け止め、一層丁寧な対応を心がけより
よい窓口対応に努めてまいりますので、ご理解賜りますようお願いいたし
ます。【職員課】

　提案・意見 伊勢市広報について

6月5日に登録した件です。
6月12日に回答いただきありがとうございます。
回答担当　広報広聴課のかたへ
・私の指摘した件、全く理解されていません。
「はっきりと広報は窓口では渡せません」と発言しました。
予備の広報があっても、渡せない。家庭に届いてから見てください。
窓口担当は発言されました。この発言に対して私は
理解出来ません。
・再度言います。
「伊勢市としての対応と、職員の言動に対しての対応」
以上2点について
市長名の正式書面を求めます。

　回答



その他
*********************************************************************************

　　（回答:6月27日時点）

　担当課 社会教育課 （2024年6月回答）【6/24～6/28】

　提案・意見 伊勢図書館への食事スペース設置について

私はよく読書や自習をするために伊勢図書館を利用しています。1日中滞
在させていただくこともあるのですが、食事スペースがないため毎回どこ
で食事をとるか困っています。今は自転車小屋のあたりで食べたり、コン
ビニの前で食べたりしています。しかし、こういった場所で食べるのは周り
から見てもあまり良い印象ではないと思うので躊躇いがあります。また、
これからの時期雨の日が増えてきたり暑くなってきたりすると外で食べる
ことが厳しくなってきます。そのため、伊勢図書館館内に食事スペースを
作っていただきたいです。スペースを作るのは難しいとは思いますが検討
していただけると嬉しいです。

　回答

いつも伊勢図書館をご利用いただきありがとうございます。ご提案を踏ま
えまして、7月中に、館内で食事を取ってもらうことができる場所としくみの
検討を進めます。引き続き伊勢市立図書館を活用いただきますよう、よろ
しくお願いいたします。



その他
*********************************************************************************

　　（回答:6月27日時点）

　担当課 （2024年6月回答）【6/24～6/28】

伊勢市におきましては、厨房設備については伊勢市火災予防条例に基
づき指導しているところでございます。
ご提案につきましては、今後の参考にさせていただきます。

消防本部予防課

　提案・意見 観光都市ブランド力向上策について

市民ではありませんが、観光都市のブランド力アップの策としてお聞きい
ただけたら幸いです。
「業務用厨房に関する自動消火装置の火災予防条例を神戸市、京都市
等に準じる改正を行う」
具体的には1000m2を超える特定防火対象物の厨房の火炎伝送防止装
置を自動消火装置とします。
これにより厨房からの火災リスクの軽減を期待できます。
自動消火装置自体は40年以上の歴史があり、各地で未然に火災を食い
止めています。一定規模以上のホテルなどでは導入されていますし、飲
食チェーン、鉄道会社などでは自社規程化もされています。
更に小規模の業務用厨房には自動消火効果が期待できる「初期消火
ボール」を配備することに補助金提供します。これにより全国に先駆けて
「安全都市」を掲げて観光都市としてブランド力の向上が図れます。又、
事業者にも誇りと意識向上が期待できます。補助金額は50％として1店
舗あたり5000～7500円　で行うことができます。

　回答


